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質 問 事 項 質問の趣旨 

農業の振興につ

いて 
行政が農業を振興する目的には、農業を支援することにより定住や移住

を維持・増加させることのほか、農村社会の自然と調和した美しい環境を

維持すると共に土砂流出などの災害を予防する事など、多岐にわたる効果

が期待されている。 
しかし、高度成長期以降は農村部から都市部へ人口流出が進み農業は慢

性的な後継者不足で、あらゆる産業で人材が不足し、とりわけ農業の従事

者が大きく減少している。 
村が行っているソバなどの環境保全型の作物の作付けの奨励や荒廃農

地の再生に補助金を出すことも有意義ではあるが、更に一歩踏み込んで積

極的な対策を講じなければ、荒廃農地が更に増加して本村の美しい景観や

安全な郷上の維持が脅かされる時代に来ていると考える。 
質問要旨と質問 

① 村内の農地の状況について 
農業委員会では、毎年農地パトロールを行い農地の現状把握を行っ

ておられるが、令和７年度現在において、農業振興地域内で保全管理の

農地及び荒廃農地はそれぞれ何ヘクタールあるのか、また農振地域全

体からみた割合はどれくらいになるのか。 
② 農業公社の設立について 

農業公社を設立して、まずは稲作が出来なくなった農家の水田を借り

上げ又は作業の受託を行い水田の遊休化を防ぐ、村においては、農業公

社の設立を、すでに検討されているとも聞いているが、それならばすぐ

に実行に移す時期であり、時間の猶予はないと考えるがいかがか。 
③ りんごのモデル園を整備して新規参入を促すこと 

りんごは、市場の高い評価があるにも関わらず、栽培者が高齢化して

おり若手の新規参入者も少ないことから耕作面積も生産高も減少が続

いている。これを打開するには、条件の良いりんごの圃場を村が整備し

て貸し付けるなど、新規参入の意欲を駆り立てる施策が必要と考える。 
最近は温暖化でりんご栽培の適地も標高の高いところに移動してお

り、例えば蕨温泉の周辺でも栽培が可能と聞いている。地域の活性化に

も繋がると思うがいかがか。 
④ りんご、ぶどうの更なる評価を高め、ふるさと納税の寄付額を増やす

ための戦略 
まずは、戦略の一つとして、行政が中心となり三大都市圏などで行わ

れる農業イベントヘの参加で、りんご、ぶどうなどの高山村農産物の更

なる評価を高めるべきと考えるがいかがか。 

 


